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　今，娘の7歳の誕生日にこの原
稿を執筆しています。特に狙っ
たわけでなく，前日に原稿締め切
り日間近のご案内をいただき，文
章化を始めたという冴えない事情
です。私は娘を育てるなかで，自
分自身の価値観への理解を深める
ことができ，それに従って世界を
少し広げることができました。こ
のコーナー，こんな話でもよいの
だっけ？ と若干気になりつつも，
それしか差しあたって浮かぶネタ
がないので話を続けます。
　この7年間，娘と向き合ううえ
で彼女ではなく私自身のコント
ロールを要することを実感するこ
ととなり，それが想像を超えて容
易でないことも思い知りました。
心理学領域の研究者の端くれとし
て自分の親としての行動についダ
メ出しすることもあり，その度に
「親の自己肯定感を下げるような
子育て系オンライン記事は断じて
書いてはならない」と頼まれても
いないのに勝手に心に誓ったので
した。
　そんなふうにして産後から娘だ
けでなく自身とも向き合うことが
増え，今までいかに自分への理解
を怠っていたかに気づきました。
自身と仕事やプライベートのさま
ざまな要素との相関図の中に子と
いう大きな要素が入ってきた時に
その全体像が変容していきました。
その過程で，これまで目の前のこ
とに翻弄されて，自分の人生に何
を必要としていて，そのためにど
う行動したいのかといった基本的
な価値観すら本当のところを突き

詰めて理解してこなかったことに
気づいたのです。
　蓋を開ければ欲張りなもので，
自分の生活に心から求めているも
のは山ほどありましたが，その一
つがかつて大事な趣味であったは
ずの音楽でした。育休後の仕事も
軌道に乗り始めたころ，タイミン
グよく高校時代の友人からバンド
加入のお誘いがあったので二つ返
事でありがたく引き受けました。
とはいえ，仕事の量も達成したい
水準も変わりませんし，子どもに
使いたい時間も変わりません。だ
からこそ夜や休日の限られた隙間
時間に，浪人時代の入試前日にす
ら発動されなかった集中力で曲作
りを試み，この時間を無駄にしま
いと経験のないツールにも躊躇な
く手を伸ばすようになりました。
そして，かつて常にのさばってい
た「その空き時間に論文を書かね
ば」という思考はだいぶ控えめに
なった代わりに，趣味を成果が下
がる原因にはしたくない一心でお
のずと勤務時間内の作業効率が上
がりました。さらに，そんな中で
娘との関係
にも余裕が
増したこと
にも気づき
ました。お
そらくは娘
が生まれた
時と同様に，
自身と諸々
の要素との
相関図が変
化したので

しょう。「この集中力と積極性が
昔からあれば今ごろ」と思うとこ
ろですが，子育て中のこの時期だ
からこそボンヤリした私ですら
引っ張り出せたものと理解してい
ます。
　もう一つ，娘の人生を末永く見
守りたいという思いから，自身の
健康寿命に対する意識が急上昇し
ました。私は運動が苦手でつい敬
遠しがち，結果的に慢性的な運動
不足でした。健診での運動習慣に
関する質問項目は何より侵襲的で
した。そんな私が昨年度から娘の
友達のお母さんがヨガのインスト
ラクターを始めたと聞いて，思い
切ってレッスンを受け始めました。
かつてであれば「ヨガか，体幹弱
いしやめとこ」となったところで
す。これも娘の存在が勇気を引っ
張り出してくれたことによるもの
です。
　私の世界は娘が紙風船に息を吹
き込むように少しずつ膨らみ続け
ています。7年間，私を厳しくも
温かく育ててくれた娘に感謝して，
本稿を締めくくります。
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植物は枯らすので原則フェイクグリーンしか置かなかった私が，娘
の朝顔栽培に刺激され，恐る恐る別の鉢で朝顔の種を撒いたところ
奇跡の開花。すっかり調子づいて跡地に観葉植物を植えてみました。


